MINISTOCK　４1　
　この時代のアメリカを「禁酒法」抜きに語ることができません。プロテスタントの福音主義的強化運動であるとともに、労働者の工場規律と生産能力改善という実利目的の政治・経済的社会規制運動として禁酒運動が急速に高まった時代でした。近代史上、他に例を見ないこの社会運動によって､1917年までに米国の26州が州法で禁酒を実施していましたが、同年第一次世界大戦に参戦した米国は、生産性向上のかけ声のもと、国家として禁酒法（憲法修正第18条）の成立へ向かいました。

　この禁酒法下の社会では、密造酒と密輸酒を巨大な財源とするギャングが台頭し、シカゴでは､1920年にニューヨークから移ってきたアル・カポネを頂点とするマフィアが、やがて暗黒街の覇者となって、政界、警察の買収、数多くの暴力・殺人事件を起こし、力で社会を牛耳るようになっていきました。

　ロータリーの初期成長期が映画“アンタッチャブル”の時代であって､1912～21年の条文に「合法的」

legitimateという言葉が用いられた理由が判ります。

MINISTOCK　4２
　ロータリーが人道的支援に向かった最初の活動は､1913年にニューヨーク州のシラキューズＲＣが身体障害児対策に乗り出したことであると考えられます。２年後にはオハイオ州のトレードＲＣのほか、多くのクラブが身体障害児救援に立ち上がり､1917年にはオハイオ州エリリアＲＣのエドガー・アレンによって「全米身体障害児協会」が設立され、それを通じて多くのクラブが支援活動を行いました。

　実は1916年にニューヨーク市だけで２万７千人がポリオに感染して身体障害を発症し、９千人が死亡するという大流行が発生したのです。ロータリー・クラブのポリオ救済活動の歴史は1913年にまで、そして複数クラブの集団としての救済活動は1917年にまでさかのぼることができるのです。

　1917年といえば、ライオンズ・クラブがシカゴに創立した年で、ライオンズもまた当初からヘレン・ケラーを押し立てて身体障害児救済活動に乗り出していました。どうしてロータリーもライオンズも身体障害児救済活動なのか、という答えが、米国を襲ったポリオ大流行にあったのです。

MINISTOCK　4３
ロータリーが国際的団体活動を行った最初の記録は、大英帝国・アイルランド内ＲＣ連合会が第一次世界大戦（1914年勃発）時に行った戦争難民救済活動でした。後には出兵したロータリアンの子弟を英国のロータリアン家庭がホストしたり、難民への物質輸送や傷病兵の支援活動を行いました。
　1917年、米国が第一次世界大戦に参戦したとき、ルーズベルト大統領はアーチ・クランプ国際ＲＣ連合会会長に対して「利害が相反する国家間の同盟や友好関係が信じるに値しないのに対して、ロータリーを組織する人々の交流は確実に相互理解を深める」というメッセージを寄せています。
　この年、クランプ会長の提唱によって、国際理解と親善を目的とする基金（アーチ・クランプ基金）が創設されました。しかし時期が戦時中であったために、本格的な活動は1928年に「ロータリー財団」としてＲＩから独立し､1931年に信託組織になってからのことです。
MINISTOCK　4４
1918年のカンザスシティ大会で、連合会定款の中の「目的条文」が以下のように改定されました。
翌1919年のソルトレーク・シティ大会で、各クラブはこれと同文を採用して、クラブの「目的条文」とするよう推奨されました。これによって国際連合と各クラブは同じ「目的」を有し、そのことが条文の中で示されるようになったのです。
〔国際ＲＣ連合会の「目的条文」（内容のみ記述）〕
1. ロータリー・クラブの拡大と監督
2. ロータリー・クラブの運営と活動の標準化
3. 連合会及び各クラブの活動を通じて奨励・育成されるべきこと：
a. 職業上の高い倫理基準
b. 価値ある企業活動の基礎としての“サービス理念（The ideal of SERVICE）”　
　c. 地域社会の繁栄と倫理昂揚への積極的関心
　d. 商取引に伴う交友関係の発展
　e. 事業構想および運営方策の互換
　f. 社会に奉仕する際の合法的な仕事の価値と自己の職業への尊厳
4. ロータリーの紋章　
MINISTOCK　4５
第１次世界大戦が終了（1919年）してから、ロータリーは急ピッチで世界に拡大していきました。

そんな中で､1921年には国際大会が初めて米国外に出て、スコットランドのエジンバラで開催されることになりました。この大会では、地元の大英帝国・アイルランド内ＲＣ連合会が行った戦争難民救済活動が契機となって、ロータリーの「国際活動」が宣言され、1919年の条文の第４項として挿入（元の第４項は第５項となる）されることになりました

　4. To aid in the advancement of international peace and goodwill through a fellowship of business and professional men of all nations united in the Rotary Ideal of Service.

  “ロータリーの奉仕の理念”に結ばれたあらゆる国の職業人からなる団体を通して国際平和と親善の促進に助力すること。

―――この条項の中に、我が国のロータリーの先達が何方も触れられていない極めて重要な問題が二つ含まれています。

（その１）国際活動を個人で行うことは困難であるので、ここでは明確に団体活動であることが示されています。即ち、ロータリーは1921年に、早くもその活動の中に団体活動を組み入れていたのです。

（その２）この条文の第3b項に、ロータリアンが活動すべき内容として以下の文章があります：

　3b. The ideal of SERVICE as the basis of all worthy enterprise.

     全ての価値ある企業活動としての“サービスの理念”
第3b項の“ideal of SERVICE”と第４項の中に記された“Rotary Ideal of Service”とは、どう違うのでしょうか。

　両者は一見、同じ内容に見えますが、同じであるならこのように文字表現を変える必要がありません。前者は1910年以来シェルドンが唱えてきた「商業サービス」であって､1918年の条文からこのように表記されています。これに対して後者は、国際的団体活動もロータリーの正式な活動理念に基づくものであることを公的に主張したと考えられます‥‥‥

ここに２年後に勃発するロータリーの活動方針を巡る深刻な対立の予兆を見るような気がします。　

MINISTOCK　46
エジンバラに於ける国際大会では、米国のロータリーが主張してきた“ideal of SERVICE” の解説者
としてA. F.シェルドンを指名しました。既に彼が提唱した文言（後のモットー）の中の“profit”（利益）という言葉に対する賛否両論が渦巻いていました。しかし与えられた講演時間が短かったため、彼は別に長文の論文（田中毅PDGの翻訳文でB5阪49頁に及ぶ）を用意していて，それが大会議事録に収録されています。
　「ロータリーの哲学はサービスの哲学で、それはService above Self.（私利・私欲を超えたサービス）、
He profits most who serves best.（最もよくサービスした者が最も多く儲ける）というモットーの源泉から流れ出る“人間関係の自然の法則”です」と語り初め、商業サービスに関するさまざまな解説を述べた後、難解な哲学講義から宇宙論に及ぶ壮大な持論が展開されています。頭脳明晰で雄弁と称される反面、それがシェルドン嫌いのもとにもなっていた
シェルドンらしい特著ある（最後の）論文です。
MINISTOCK　47
　“Service above Self”という言葉は、1911年にコリンズが語ったService, not Self.に由来するもので、1916年のガイ・ガンディカーの「ロータリー通解」にはnot selfとあり、1921年のシェルドンのスピーチ原稿ではabove self になっています。
　いつ誰が変更したのか不明であると同時に、この言葉の意味も我が国では正確に掌握されていません。「奉仕第一、自己第二」（米山梅吉）、「利己と利他との調和」（小堀憲助）などと訳され、誰が訳したのか「超我の奉仕」が通訳として定着してきました。しかしこれも英文法上では奇妙な訳語であって、ついには「aboveはSelfとServiceを対等に結びつける接続詞と考え、両者の価値は同列であり渾然一体なものと考える」（田中　毅）という不可解な説明までもが大手を振って歩いています。
　aboveは（場所・数量が）･･‥より上に．という前置詞で、Service（不可算名詞）がSelf（不可算名：私利私欲）と対比されています。Service (顧客への心配り)はSelf（商行為の結果として利益を得ようとする心）に優先する、と語っているのです。　

MINISTOCK　48
　ロータリー・クラブが英語圏以外に拡大した最初は1916年のハバナ（キューバ）で、事業家が主力であるロータリアンが事業展開する先々で、ロータリー・クラブを設立しました。東洋においても散発的にクラブ創立があり､1919年にマニラ（フィリピン）とカルカッタ（インド）に、そして1920年に東京で､1922年には大阪でロータリーが産声を上げたのでした。

ヨーロッパでは超人的・献身的な働きをした人物としてF, ティールが1920年のマドリッド以下、スペイン各地、フランス、オランダ、デンマークなどの各国に多数のクラブを設立しました。

　ついでJ. ダヴィッドソンらが1921年のメルボルン（オーストラリア）、ウエリントン（N Z）を初め､1928年以降、地中海、中近東、インド、東南アジアの各都市に多数のロータリー・クラブを設立するという快挙を成し遂げました。

　この時期にはロータリーへの関心が高まったことのほかに、各地に既存の「クラブ」組織があって、ロータリーへの転換が容易であったことが、急激なロータリー・クラブの増加を可能にしたのでした。

MINISTOCK49
　1910年の創立（1912年：全米→国際への名称変更）以来、12年目となった国際ＲＣ連合会は、1922年のロサンゼルス大会で、いよいよ新しい国際組織である「国際ロータリー（RI）」に移行しました。

新組織ＲＩは、世界中のＲＣをメンバーとする管理団体としての位置づけ（直轄方式）を明確にし、“標準定款”を定めて、新規に発足するクラブには標準定款の採用を義務づけました。これによって全世界のＲＣは、ＲＩを中心機構として、共通の目的をもち共通の活動基盤の上に立つこととなりました。

但し，既成クラブに対しては標準定款の採用も、直轄方式も強制しませんでした。ＲＩと各クラブとの関係が最終的に確立したのは､1927年のオステンド（ベルギー）大会で、これ以後は“大英帝国・アイルランド内ＲＩ”を除く全てのクラブがＲＩの直轄となりました。

このとき、例会の出席規定、メークアップ規定

などクラブ運営に付随する規定も定められました。
MINISTOCK　50

国際ロータリー（ＲＩ）が定めたロータリー・クラブ（ＲＣ）の定款には、第３条に６項目からなる「ロータリーの目的（Objects of Rotary）」が明記されました。これは国際組織が新機構（ＲＩ）となるに伴って、全世界のＲＣが共通の目的を持とうというものでしたが、実際にはその内容の多くが前年のエジンバラ大会の条文を引きずるものでした。。

〔ロータリーの目的：条文〕

　ロータリーの目的は以下の条項を奨励することである。

１．全ての価値ある企業活動の基礎であるサービスの理念〔the ideal of SERVICE〕。

２．職業上の高い倫理基準。

３．生涯を通したthe ideal of serviceの実地応用。

４．serviceの機会における交友関係の発展。

５．社会にserveする際には、役立つ仕事の価値を認識し、各自が行った仕事に誇りをもつこと。

６．ロータリーの奉仕理念（the Rotary ideal of service）に結ばれた職業人の団体を通じた国際奉仕（理解・親善・平和）。

―――この年に新規挿入された第３項を除く５項目

は過去の条文の流れを引き継いだものです。冒頭に

ロータリーの“Objects”(目的）という言葉が使われ、

これはロータリーの歴史上初めてのことです。

＊第４項は、前年までの英文の末尾をカットして

“相互扶助”内容を削除しました。即ち、ロータ　　リーの創設時からの活動であった相互扶助がRIへの移行とともに消滅したのでした。

＊第５項に記されていた“合法的（legitimate）な

仕事が（ロータリー活動に）“役立つ（useful）仕事”に置き換えられました。　

· 第１項のthe ideal of SERVICEと、第６項の

the Rotary ideal of serviceは、前年からの継続で、

ロータリー内に存在する二つの主張を示していますが、それでは、その間に挟まれた第３，４，５項のserviceをどう解釈したらよいのでしょうか。

・このロータリーのObjectsは、RI内に存在する活動方針の相容れない二派の意見の折衷案のように見えるところがあります。そしてこの問題が未解決のまま、翌年(1923年)に二派の激突という事態に発展するのです。

